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『
史
通
』
疑
古
篇
小
考

六
七

一
、
は
じ
め
に

　

劉
知
幾
（
六
六
一
年
～
七
二
一
年
）
字
は
子
玄
は
、
唐
の
高
宗
か

ら
玄
宗
の
治
世
を
生
き
た
人
物
で
あ
る
。
史
書
の
伝
に
は
幼
少
よ
り

史
書
を
好
み
、史
職
に
従
事
し
た
と
伝
え
る
。（

（
（

彼
が
著
し
た
『
史
通
』

は
、『
史
記
』・『
漢
書
』
を
は
じ
め
と
し
た
史
書
へ
の
多
岐
に
亘
る

論
評
を
含
む
。

　
『
史
通
』
に
対
し
て
後
世
の
評
価
は
、
芳
し
く
な
い
も
の
も
見
ら

れ
る
。
唐
末
の
柳
璨
『
史
通
析
微
』
を
嚆
矢
と
し
て
、
多
数
の
批
判

的
な
評
価
を
受
け
て
き
た
。（

（
（

こ
れ
ら
の
主
な
原
因
は
、『
尚
書
』・『
論

語
』
の
記
述
へ
の
疑
義
が
示
さ
れ
る
疑
古
篇
と
『
春
秋
』
へ
の
批
判

が
示
さ
れ
る
惑
経
篇
に
よ
る
。（

（
（

　

本
稿
で
対
象
と
す
る
疑
古
篇
に
は
、『
尚
書
』
及
び
『
論
語
』
の

記
述
へ
の
「
其
の
疑
事
」
が
十
條
列
挙
さ
れ
、
そ
の
主
な
矛
先
は
、

『
史
通
』
疑
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篇
小
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名　

越　

健　

人

当
時
、
神
聖
視
さ
れ
て
い
た
尭
・
舜
・
禹
の
禅
譲
説
話
や
夏
・
殷
・

周
の
治
世
等
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
姿
勢
は
尚
古
主
義
的

な
思
考
が
中
心
を
占
め
る
中
国
に
お
い
て
、
類
を
見
な
い
も
の
で
あ

り
、
先
の
よ
う
な
批
判
を
被
っ
た
の
で
あ
る
。（

（
（

　

し
か
し
、『
史
通
』
は
そ
う
し
た
批
判
的
な
評
価
を
受
け
て
き
た

一
方
で
、
後
世
の
史
書
の
編
纂
方
法
や
、
学
術
に
影
響
を
与
え
た
こ

と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
疑
古
篇
も
同

様
に
後
世
の
学
術
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
指
摘
が
可
能
な
の
で
は
な

い
の
だ
ろ
う
か
。（

（
（

　

劉
知
幾
が
生
き
た
後
の
中
唐
期
に
勃
興
し
た
学
術
思
想
は
、
旧
来

の
経
学
や
思
想
を
打
開
し
、
宋
代
の
学
術
の
先
駆
と
な
っ
た
と
評
価

さ
れ
る
。（

（
（

し
か
し
、
こ
う
し
た
学
術
の
形
態
は
中
唐
期
に
突
発
的
に

発
生
し
た
の
で
は
な
く
、初
唐
・
盛
唐
期
に
胚
胎
さ
れ
た
意
識
で
あ
っ

た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
初
唐
よ
り
盛
唐
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七
輯

を
生
き
た
劉
知
幾
の
『
史
通
』、
特
に
中
唐
期
の
学
術
に
影
響
を
与

え
た
痕
跡
が
確
認
で
き
る
疑
古
篇
を
検
討
の
対
象
と
し
、
そ
の
様
相

を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
し
た
い
。

　

ま
た
、
疑
古
篇
へ
の
先
行
研
究
の
指
摘
を
見
て
み
る
と
、
か
つ
て

顧
頡
剛
氏
を
中
心
と
し
た
近
代
疑
古
史
学
派
が
そ
の
先
蹤
と
し
て
位

置
付
け
た
こ
と
か
ら
、
未
だ
こ
う
し
た
評
価
を
下
し
て
い
る
も
の

や
、（

（
（

近
代
史
学
の
合
理
性
や
科
学
性
が
働
い
て
い
る
と
す
る
も
の
も

あ
る
。（

（
（

い
ず
れ
も
、
疑
古
篇
の
内
面
に
踏
み
込
め
た
指
摘
と
は
言
え

な
い
。
一
方
で
疑
古
篇
の
「
其
の
疑
事
」
で
取
ら
れ
る
懐
疑
の
論
証

方
法
に
着
目
し
た
指
摘
も
あ
る
が
、
そ
の
分
類
や
位
置
づ
け
に
些
か

疑
問
が
残
る
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。（

（
（

　

本
稿
で
は
、こ
う
し
た
先
行
研
究
の
成
果
や
課
題
を
踏
ま
え
つ
つ
、

ま
ず
、
疑
古
篇
の
前
提
と
し
て
介
在
す
る
劉
知
幾
の
『
尚
書
』
へ
の

認
識
を
確
認
し
、
次
に
「
其
の
疑
事
」
十
條
の
論
証
方
法
の
側
面
か

ら
分
類
し
、
そ
こ
に
見
え
る
思
考
と
そ
れ
が
後
世
に
与
え
た
影
響
と

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、『
史
通
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、

清
の
浦
起
龍
の
通
釈
が
付
さ
れ
た
『
史
通
通
釋
（
清
代
学
術
名
著
叢

刊
）』（
上
海
古
籍
、
二
〇
〇
九
年
）
と
『
明
本
史
通
（
國
學
基
本
典

籍
叢
刊
）』（
國
家
圖
書
館
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）
を
、
各
正
史
に

つ
い
て
は
中
華
書
局
の
標
点
本
を
用
い
た
。
ま
た
、
便
宜
上
、
引
用

資
料
に
傍
線
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
入
れ
た
箇
所
も
あ
る
。

二
、
劉
知
幾
の
『
尚
書
』
観

　

本
節
で
は
疑
古
篇
の
「
其
の
疑
事
」
十
條
へ
の
検
討
に
進
む
前
に
、

そ
の
前
提
と
な
る
劉
知
幾
の
『
尚
書
』
へ
の
認
識
に
つ
い
て
、『
史
通
』

載
言
篇
と
六
家
篇
、
及
び
疑
古
篇
の
冒
頭
の
記
述
と
に
基
づ
い
て
確

認
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、『
史
通
』
載
言
篇
に
は
『
尚
書
』
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う

に
あ
る
。

古
者 

言
は
『
尚
書
』
と
爲
り
、
事
は
『
春
秋
』
と
爲
り
、
左

右
の
二
史
は
、
分
れ
て
其
の
職
を
尸
つ
か
さ
ど

る
。

古
者
言
爲
『
尚
書
』、
事
爲
『
春
秋
』、
左
右
二
史
、
分
尸
其
職
。

�

『
史
通
』
載
言
篇

　
『
漢
書
』
芸
文
志
の
『
尚
書
』
は
「
記
言
」
の
史
で
あ
り
、『
春
秋
』

は
「
記
事
」
の
史
で
あ
る
と
い
う
位
置
づ
け
を
踏
襲
し
、『
尚
書
』

は
「
記
言
」
の
史
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（

（1
（

ま
た
、
史
書
を
体
裁
の

面
か
ら
六
種
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
源
流
と
展
開
に
に
つ
い
て

考
察
し
た
六
家
篇（

（1
（

で
は
、『
尚
書
』
家
の
起
源
と
『
尚
書
』
に
つ
い

て
以
下
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。
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…
『
尚
書
』
家
な
る
者
は
、
其
の
先
は
太
古
に
出
づ
。（
中
略
）

蓋
し
『
書
』
の
主
る
所
は
、
號
令
に
本
づ
き
、
王
道
の
正
義
を

宜
べ
、
話
言
を
臣
下
に
發
す
る
所
以
な
り
。
故
に
其
の
載
す
る

所
は
、
皆
な
典·

謨·

訓·

誥·

誓·

命
の
文
な
り
。
堯·

舜
の

二
典
の
直
だ
人
事
を
序
し
、禹
貢
の
一
篇
の
唯
だ
地
理
を
言
ひ
、

洪
範
の
災
祥
を
總
述
し
、
顧
命
の
都
て
喪
禮
を
陳
ぶ
る
が
如
き

に
至
り
て
は
、
茲
れ
も
亦
た
例
の
不
純
爲
る
者
な
り
。

…
『
尚
書
』
家
者
、
其
先
出
於
太
古
。（
中
略
）
蓋
『
書
』
之

所
主
、
本
於
號
令
、
所
以
宜
王
道
之
正
義
、
發
話
言
於
臣
下
。

故
其
所
載
、
皆
典·

謨·

訓·

誥·
誓·
命
之
文
。
至
如
堯·

舜

二
典
直
序
人
事
、
禹
貢
一
篇
唯
言
地
理
、
洪
範
總
述
災
祥
、
顧

命
都
陳
喪
禮
、
茲
亦
爲
例
不
純
者
也
。

�
『
史
通
』
六
家
篇

　
『
尚
書
』
の
主
な
記
述
は
王
の
号
令
、
宣
言
、
話
言
と
す
る
。
つ

ま
り
、
こ
こ
で
も
『
尚
書
』
に
対
し
て
「
言
」
を
記
し
た
「
記
言
」

と
い
う
枠
組
み
を
設
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
言
」
以
外

を
記
載
す
る
尭
典
・
舜
典
・
禹
貢
・
洪
範
・
顧
命
は
体
例
に
不
純
な

も
の
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。
要
す
る
に
『
尚
書
』
に
対
し
て
芸

文
志
の
位
置
づ
け
を
踏
襲
し
つ
つ
、
よ
り
強
く
「
記
言
」
と
い
う
枠

組
み
を
意
識
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
疑
古
篇
の
冒
頭
で
は
、『
尚
書
』
に
以
下
の
よ
う
な
欠
点
が

あ
る
と
す
る
。

…
斯
れ
由
り
談
ず
れ
ば
、
並
び
に
古
人 

事
を
輕
ろ
ん
じ
言
を

重
ん
ず
る
の
明
效
な
り
。然
ら
ば
則
ち
上
は
唐
堯
よ
り
起
こ
し
、

下
は
秦
穆
に
終
ふ
る
ま
で
、
其
の
『
書
』
の
錄
す
る
所
は
、
唯

だ
百
篇
有
る
の
み
。
而
れ
ど
も
『
書
』
の
載
す
る
所
は
、
言
を

以
て
主
と
爲
す
。
廢
興
行
事
に
至
り
て
は
、萬
に
一
を
記
さ
ず
。

其
の
缺
略
を
語
れ
ば
、
勝
げ
て
道い

ふ
べ
か
ら
ず
。
故
に
後
人
を

し
て
言
有
ら
し
む
、
唐
・
虞
以
下
の
帝
王
の
事
は
、
未
だ
明
ら

か
に
し
易
か
ら
ざ
る
な
り
と
。

…
由
斯
而
談
、並
古
人
輕
事
重
言
之
明
效
也
。
然
則
上
起
唐
堯
、

下
終
秦
穆
、
其
『
書
』
所
錄
、
唯
有
百
篇
。
而
『
書
』
之
所
載
、

以
言
爲
主
。
至
於
廢
興
行
事
、
萬
不
記
一
。
語
其
缺
略
、
可
勝

道
哉
。
故
令
後
人
有
言
、
唐
・
虞
以
下
帝
王
之
事
、
未
易
明
也
。

�
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史
通
』
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篇

　
『
尚
書
』
の
記
録
は
尭
よ
り
秦
の
穆
公
ま
で
を
百
篇
、「
言
」
を
主

体
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
家
の
興
廃
や
行
事
に
至
っ
て
は
ほ
と
ん

ど
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
欠
略
を
指
摘
す
れ
ば
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
あ

り
、
尭
・
舜
以
下
の
帝
王
の
行
事
は
、
明
ら
か
に
し
難
い
と
あ
る
。
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つ
ま
り
、『
尚
書
』
の
記
載
は
「
言
」
の
み
で
あ
り
、「
事
」
に
つ
い

て
は
遺
漏
が
多
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
疑
古
篇
の
「
其
の
疑
事
」
十

條
で
は
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
指
摘
し
て
い
く
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た

認
識
が
疑
古
篇
の
「
其
の
疑
事
」
十
條
の
前
提
と
し
て
通
底
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

三
、
疑
古
篇
「
其
の
疑
事
」
十
條
に
つ
い
て

　

本
節
で
は
「
其
の
疑
事
」
十
條
を
そ
の
懐
疑
の
論
証
方
法
に
依
拠

し
て
分
類
し
、
検
討
を
行
う
。
以
下
の
引
用
は
全
て
疑
古
篇
か
ら
で

あ
る
。

１
、「
其
の
疑
事
」
の
論
証
手
法
に
よ
る
分
類

　
「
其
の
疑
事
」
十
條
の
懐
疑
の
論
証
の
手
法
の
相
違
か
ら
「
諸
子

の
異
説
」
を
引
用
す
る
例
と
、
歴
史
的
故
事
と
比
較
し
た
例
と
の
二

種
に
分
類
し
た
。
そ
も
そ
も
こ
の
分
類
は
、
疑
古
篇
の
末
尾
に
見
え

る
以
下
の
記
述
に
基
づ
い
た
。

ａ
、

…
今 

其
の
正
經
雅
言
の
、
理
に
曉あ
き

ら
か
に
し
難
き
有
る
も
の
、

諸
子
の
異
說
の
、
義
に
憑
る
べ
き
或
る
も
の
を
取
り
、
參
へ
て

之
を
會
し
、
以
て
相
ひ
研
覈
す
。
…

ｂ
、

夫
れ
遠
古
の
書
と
、
近
古
の
史
と
は
、
唯
だ
に
繁
約 

類
せ
ざ

る
の
み
に
非
ず
、亦
た
向
背 

皆
な
殊
な
れ
り
。何
者
と
な
れ
ば
、

近
古
の
史
や
、
言
は
唯
だ
詳
備
し
、
事
は
甄
擇
を
罕
に
す
。
夫

の
學
者
を
し
て
一
邦
の
政
を
睹
し
む
れ
ば
、
則
ち
善
惡
相
ひ
參

じ
、
一
主
の
才
を
觀
し
む
れ
ば
、
賢
愚
は
殆
ん
ど
半
ば
す
。
遠

古
に
至
れ
ば
則
ち
然
ら
ず
。
夫
れ
其
の
錄
す
る
所
や
、
略
ぼ
綱

維
を
舉
げ
、
務
め
て
褒
諱
を
存
し
、
其
の
終
始
を
尋
ぬ
れ
ば
、

隱
沒
す
る
者
多
し
。
嘗
試
み
に
之
を
言
へ
ば
、
向も

使
し
漢·

魏

·

晉·

宋
の
君
、
上
代
に
生
ま
れ
、
堯·

舜·

禹·

湯
の
主
、
中

葉
に
出
で
、
史
官
を
し
て
地
を
易
へ
て
書
き
、
各
お
の
時
事
を

敍
せ
し
め
、
其
の
得
失
を
校
ぶ
れ
ば
、
固
よ
り
未
だ
量
る
べ
か

ら
ず
。
…

ａ
、

…
今
取
其
正
經
雅
言
、
理
有
難
曉
、
諸
子
異
說
、
義
或
可
憑
、

參
而
會
之
、
以
相
研
覈
。
…

ｂ
、

夫
遠
古
之
書
、
與
近
古
之
史
、
非
唯
繁
約
不
類
、
亦
向
背
皆
殊
。

何
者
、
近
古
之
史
也
、
言
唯
詳
備
、
事
罕
甄
擇
。
使
夫
學
者
睹
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一

一
邦
之
政
、
則
善
惡
相
參
、
觀
一
主
之
才
、
而
賢
愚
殆
半
。
至

於
遠
古
則
不
然
。
夫
其
所
錄
也
、
略
舉
綱
維
、
務
存
褒
諱
、
尋

其
終
始
、隱
沒
者
多
。
嘗
試
言
之
、向
使
漢·

魏·

晉·

宋
之
君
、

生
於
上
代
、
堯·

舜·

禹·

湯
之
主
、
出
於
中
葉
、
俾
史
官
易

地
而
書
、
各
敍
時
事
、
校
其
得
失
、
固
未
可
量
。
…

　
ａ
、経
書
の
雅
言
の
中
で
道
理
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
難
い
も
の
、

「
諸
子
の
異
説
」
で
依
拠
す
べ
き
も
の
を
取
り
上
げ
、
参
照
し
て
考

察
し
た
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
論
証
方
法
と
し
て
「
諸
子
の
異
説
」
を

引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
傍
証
と
し
て
他
の
文
献
を
引
用

す
る
形
で
表
れ
て
お
り
、「
其
の
疑
事
」
十
條
の
う
ち
五
條
確
認
で

き
た
。

　

ｂ
、「
今
古
」
の
史
書
は
言
事
を
詳
述
す
る
が
、「
遠
古
」
の
史
書

は
、
大
綱
を
挙
げ
る
の
み
で
、
隠
没
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
と
す
る
。

特
に
傍
線
部
の
上
古
の
君
主
と
漢
～
六
朝
の
君
主
と
を
同
一
視
し
て

い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
「
其
の
疑
事
」
十
條
の
う
ち
禅
譲

を
は
じ
め
と
し
た
上
古
の
出
来
事
に
対
し
て
、
春
秋
時
代
か
ら
魏
晋

期
の
歴
史
的
故
事
と
比
較
す
る
形
で
表
れ
て
お
り
、
七
條
確
認
で
き

た
。
な
お
、
十
條
の
中
、
二
條
は
以
上
の
二
種
の
方
法
が
併
用
さ
れ

て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
記
述
に
よ
り
「
其
の
疑
事
」
十
條
を
、
ひ
と
ま

ず
「
諸
子
の
異
説
」
を
引
用
し
た
例
と
、
歴
史
的
故
事
と
比
較
し
た

例
と
に
分
類
し
た
。
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、
こ
の
二
種
の
中
、

歴
史
的
故
事
と
比
較
す
る
例
を
中
心
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ

は
、
歴
史
的
故
事
と
比
較
す
る
例
が
「
其
の
疑
事
」
十
條
中
多
く
確

認
で
き
、
疑
古
篇
の
思
考
の
中
核
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
か
つ
ま

た
後
世
の
学
術
思
想
に
類
似
性
が
確
認
で
き
る
た
め
で
あ
る
。な
お
、

「
諸
子
の
異
説
」
を
引
用
し
た
例
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
末
尾
に
附

記
と
し
て
原
文
と
要
約
を
載
せ
て
い
る
た
め
、
参
照
さ
れ
た
い
。

２�

、「
其
の
疑
事
」
十
條
の
様
相
―
歴
史
的
故
事
と
比
較
す

る
例
を
中
心
と
し
て
―

　

前
節
で
「
其
の
疑
事
」
十
條
を
そ
の
懐
疑
の
論
証
手
法
に
依
拠
し

て
二
種
に
分
類
し
た
。
本
節
で
は
、「
其
の
疑
事
」
十
條
の
検
討
へ

と
進
み
た
い
。

　
「
其
の
疑
事
」
の
二
條
目
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

堯
典
の
序
に
又
た
云
は
く
、「
將
に
位
を
遜の
が

れ
ん
と
し
て
、
虞

舜
に
讓
る
」
と
。
孔
氏
の
注
に
曰
は
く
、「
堯 

子
の
丹
朱
の
不

肖
な
る
を
知
り
、
故
に
禪
位
の
志
有
り
」
と
。
案
ず
る
に
『
汲

冢
瑣
語
』
に
云
は
く
、「
舜
は
堯
を
平
陽
に
放
つ
」
と
。
而
し

て
書
に
云
は
く「
某
地
に
城
有
り
、囚
堯
を
以
て
號
と
爲
す
」と
。
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識
者
は
斯
の
異
説
に
憑
り
て
、
頗
る
禪
授
を
以
て
疑
と
爲
す
。

然
ら
ば
則
ち
此
の
二
書
を
觀
れ
ば
、
已
に
證
と
爲
す
に
足
る
者

な
れ
ど
も
、猶
ほ
未
だ
睹
ざ
る
所
有
る
な
り
。
何
者
と
な
れ
ば
、

『
山
海
經
』
の
、
放
勳
の
子
を
謂
ひ
て
帝
丹
朱
と
爲
し
、
而
し

て
君
を
帝
に
列
す
る
者
に
據
れ
ば
、
舜
は
堯
を
廢
す
と
雖
も
、

仍
ほ
堯
の
子
を
立
て
、
俄
か
に
又
た
其
の
帝
を
奪
う
者
に
非
ず

と
す
る
を
得
ん
や
。
近
古
の
奸
雄
奮
發
し
、
自
ら
勤
王
と
號
す

る
有
る
を
觀
れ
ば
、
或
い
は
父
を
廢
し
て
其
の
子
を
立
て
、
或

い
は
兄
を
黜
け
て
其
の
弟
を
奉
じ
、
始
め
は
則
ち
相
ひ
推
戴
す

る
を
示
す
も
、
終
に
亦
た
其
の
簒
奪
を
成
す
。
諸
を
歷
代
に
求

む
れ
ば
、往
往
に
し
て
有
り
。
必
ず
古
を
以
て
今
に
方く

ら

ぶ
れ
ば
、

千
載
揆
を
一
に
す
。
斯
れ
則
ち
堯
の
舜
に
授
く
る
は
、
其
の
事

明
ら
か
に
し
難
く
、
之
を
讓
國
す
と
謂
ふ
は
、
徒
だ
虛
語
な
る

の
み
。
其
の
疑
は
し
き
の
二
な
り
。

堯
典
序
又
云
、「
將
遜
於
位
、
讓
于
虞
舜
。」
孔
氏
注
曰
、「
堯

知
子
丹
朱
不
肖
、故
有
禪
位
之
志
。」
案
『
汲
冢
瑣
語
』
云
、「
舜

放
堯
於
平
陽
。」
而
書
云
「
某
地
有
城
、
以
囚
堯
爲
號
。」
識
者

憑
斯
異
説
、
頗
以
禪
授
爲
疑
。
然
則
觀
此
二
書
、
已
足
爲
證
者

矣
、
而
猶
有
所
未
睹
也
。
何
者
、
據
『
山
海
經
』、
謂
放
勳
之

子
爲
帝
丹
朱
、
而
列
君
於
帝
者
、
得
非
舜
雖
廢
堯
、
仍
立
堯
子
、

俄
又
奪
其
帝
者
乎
。
觀
近
古
有
奸
雄
奮
發
、
自
號
勤
王
、
或
廢

父
而
立
其
子
、
或
黜
兄
而
奉
其
弟
、
始
則
示
相
推
戴
、
終
亦
成

其
簒
奪
。
求
諸
歷
代
、
往
往
而
有
。
必
以
古
方
今
、
千
載
一
揆
。

斯
則
堯
之
授
舜
、
其
事
難
明
、
謂
之
讓
國
、
徒
虛
語
耳
。
其
疑

二
也
。

　
『
尚
書
』
尭
典
の
序
と
そ
の
孔
安
国
伝
に
は
、
尭
は
舜
に
禅
譲
し

た
と
あ
る
。
し
か
し
、『
汲
冢
瑣
言
』
や
書
（
詳
細
不
明
）
に
は
、

舜
が
尭
を
放
逐
し
、
囚
役
し
た
と
あ
り
、
さ
ら
に
『
山
海
経
』（
海

内
南
経
篇
）
に
は
尭
の
子
で
あ
る
丹
朱
を
帝
に
列
し
た
と
い
う
記
述

が
あ
る
。
そ
こ
で
尭
は
舜
を
退
位
さ
せ
尭
の
子
を
立
て
、
舜
が
す
ぐ

に
簒
奪
し
た
と
す
る
。
こ
う
し
た
例
は
、歴
代
に
往
々
に
し
て
あ
り
、

尭
か
ら
舜
へ
の
禅
譲
を
譲
国
と
言
う
の
は
虚
構
で
あ
ろ
う
と
指
摘
す

る
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
二
種
の
手
法
が
併
用
さ
れ
て
い
る
。一
つ
は『
汲

冢
瑣
語
』・
書
（
書
名
不
明
）・『
山
海
経
』
の
記
述
を
傍
証
と
し
て

引
用
す
る
、す
な
わ
ち
「
諸
子
の
異
説
」
を
引
用
す
る
手
法
で
あ
る
。

二
つ
目
は
傍
線
部
以
下
の
記
述
か
ら
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
近
古
の
事

例
と
比
較
す
る
、
す
な
わ
ち
歴
史
的
故
事
と
比
較
す
る
と
い
う
手
法

で
あ
る
。
特
に
「
必
ず
古
を
以
て
今
に
方
ぶ
れ
ば
、
千
載
揆
を
一
に

す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
節
で
示
し
た
上
古
の
君
主
と
漢
～
六
朝

の
君
主
と
を
同
一
視
す
る
思
考
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
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次
に
「
其
の
疑
事
」
三
條
目
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

『
虞
書
』
舜
典
に
又
た
云
は
く
、「
五
十
載
に
し
て
、
方み

ち

に
陟
り

て
乃
ち
死
す
」
と
。
注
に
云
は
く
、「
蒼
梧
の
野
に
死
し
、
因

り
て
葬
ら
る
」
と
。
案
ず
る
に
蒼
梧
な
る
者
は
、
楚
に
於
い
て

は
則
ち
川
を
ば
汨
羅
と
號
し
、
漢
に
在
り
て
は
則
ち
邑
を
零
・

桂
と
稱
す
。
地
は
百
越
を
總
べ
、
山
は
五
嶺
を
連
ぬ
。
人
風
は

棵
劃
し
、
地
氣
は
敲こ
う

瘴し
ょ
う

た
り
。
百
金
の
子
を
使
ひ
せ
し
む
と

雖
も
、
猶
ほ
其
の
途
を
經
履
す
る
を
憚
か
ら
し
む
、
況
ん
や
萬

乘
の
君
を
以
て
、
其
の
國
に
巡
幸
す
る
に
堪
へ
ん
や
。
且
つ
舜

は
必
ず
精
華 

既
に
竭
き
、
形
神 

勞
を
告
ぐ
る
を
以
て
、
茲
の

寶
位
を
舍
つ
る
こ
と
、
重
負
を
釋
く
が
ご
と
し
。
何
ぞ
以
て
垂

歿
の
年
に
、
更
に
不
毛
の
地
を
踐
む
を
得
ん
や
。
兼
ね
て
復
た

二
妃
は
從
は
ず
、
生
き
な
が
ら
離
る
る
を
怨
曠
し
て
、
萬
里
依

る
無
く
、
孤
魂
溘た
ち
ま

ち
盡
く
。
讓
王
の
高
蹈
は
、
豈
に
其
れ
是

の
ご
と
き
者
な
ら
ん
や
。
古
自
り
人
君
の
廢
逐
せ
ら
る
る
も
の

の
、
夏
桀
の
南
巢
に
放
た
れ
、
趙
嘉
の
房
陵
に
遷
さ
れ
、
周
王

の
彘て

い

に
流
さ
れ
、
楚
帝
の
郴
に
徙
さ
る
る
が
ご
と
き
を
歴
觀
す

れ
ば
、
其
の
艱
棘
を
語
れ
ば
、
未
だ
斯
の
ご
と
き
の
甚
し
き
者

有
ら
ざ
る
な
り
。
斯
れ
則
ち
方
に
陟
り
て
の
死
す
と
は
、
其
れ

殆
ど
文
命
の
志
な
ら
ん
か
。
其
の
疑
は
し
き
の
三
な
り
。

『
虞
書
』「
舜
典
」
又
云
、「
五
十
載
、
陟
方
乃
死
。」
注
云
、「
死

蒼
梧
之
野
、
因
葬
焉
。」
案
蒼
梧
者
、
於
楚
則
川
號
汨
羅
、
在

漢
則
邑
稱
零
・
桂
。
地
總
百
越
、
山
連
五
嶺
。
人
風
棵
劃
、
地

氣
敲
瘴
。
雖
使
百
金
之
子
、
猶
憚
經
履
其
途
、
況
以
萬
乘
之
君
、

而
堪
巡
幸
其
國
。
且
舜
必
以
精
華
既
竭
，
形
神
告
勞
、
舍
茲
寶

位
、
如
釋
重
負
。
何
得
以
垂
歿
之
年
、
更
踐
不
毛
之
地
。
兼
復

二
妃
不
從
、
怨
曠
生
離
、
萬
里
無
依
、
孤
魂
溘
盡
。
讓
王
高
蹈
、

豈
其
若
是
者
乎
。
歷
觀
自
古
人
君
廢
逐
、
若
夏
桀
放
於
南
巢
、

趙
嘉
遷
於
房
陵
、
周
王
流
彘
、
楚
帝
徙
郴
、
語
其
艱
棘
、
未
有

如
斯
之
甚
者
也
。
斯
則
方
陟
之
死
、
其
殆
文
命
之
志
乎
。
其
疑

三
也
。

　
『
尚
書
』
舜
典
及
び
そ
の
孔
安
国
伝
に
舜
は
「
蒼
梧
」
に
死
没
し

た
と
あ
る
。
そ
の
地
は
南
方
の
異
民
族
の
地
で
あ
り
、
そ
の
風
土
や

気
候
か
ら
、
富
裕
の
子
で
す
ら
嫌
が
る
不
毛
の
地
で
あ
る
。
ま
た
、

舜
の
二
妃
は
従
っ
て
お
ら
ず
、一
人
で
死
ん
で
い
っ
た
こ
と
に
な
り
、

譲
位
し
た
舜
の
隠
居
と
し
て
は
不
自
然
で
あ
る
。
歴
代
の
人
君
で
廃

位
さ
れ
た
夏
の
桀
王
や
趙
の
遷
、
周
の
厲
王
、
楚
の
義
帝
を
見
れ
ば
、

こ
れ
よ
り
甚
だ
し
い
も
の
は
な
く
、
禹
の
意
図
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
疑
義
を
示
す
。

　

こ
の
よ
う
に
舜
の
死
没
し
た
場
所
の
不
自
然
さ
か
ら
、
禹
が
舜
を
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放
逐
し
た
と
疑
問
を
示
し
、
傍
線
部
で
は
夏
・
春
秋
戦
国
・
秦
漢
期

の
廃
位
さ
れ
た
君
主
を
先
例
と
し
て
列
挙
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ

こ
で
も
歴
史
的
故
事
と
比
較
す
る
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

次
に
「
其
の
疑
事
」
四
條
目
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

『
汲
冢
書
』
に
云
は
く
、「
舜
は
堯
を
平
陽
に
放
ち
、
益
は
啓
の

誅
す
る
所
と
爲
る
」
と
。
又
た
曰
は
く
、「
太
甲
は
伊
尹
を
殺

し
て
、
文
丁
は
季
歷
を
殺
す
」
と
。
凡
そ
此
の
數
事
は
、
語
は

正
經
と
異
な
る
。
其
の
書
は
近
く
出
で
て
、
世
人 

多
く
之
を

信
ぜ
ざ
る
な
り
。
案
ず
る
に
舜
の
堯
を
放
つ
は
、
事
の
別
說
無

き
も
、
其
の
情
を
驗
す
る
に
足
る
こ
と
、
已
に
篇
前
に
於
い
て

之
を
言
ふ
こ
と
詳
ら
か
な
り
。
夫
れ
唯
だ
益
と
伊
尹
と
の
戮
せ

ら
る
る
は
、
並
び
に
正
書
に
於
い
て
猶
ほ
其
の
證
無
し
。
推
し

て
之
を
論
ず
れ
ば
、
啓
の
益
を
誅
す
る
が
ご
と
き
は
、
仍
り
て

覆し
ら

ぶ
べ
き
な
り
。
何
者
と
な
れ
ば
、
舜
は
堯
を
廢
し
て
丹
朱
を

立
て
、禹
は
舜
を
黜
け
て
商
均
を
立
つ
。
益
は
機
權
を
手
握
し
、

勢
は
舜
・
禹
と
同
じ
く
し
、
而
し
て
故
事
に
因
り
循
ひ
、
坐
し

て
天
祿
を
膺う

け
ん
と
欲
す
。
其
の
事
は
成
ら
ず
し
て
、
自
ら
伊こ

の
咎
を
貽
す
。
夫
の
近
古
の
簒
奪
を
觀
れ
ば
、
桓
は
獨
り
全
う

せ
ず
、
馬
は
仍
り
て
正
に
反
る
。
啓
の
益
を
誅
す
る
が
ご
と
き

は
、
亦
た
由
ほ
晉
の
玄
を
殺
す
が
ご
と
き
か
。
舜·

禹
の
相
ひ

代
は
り
、
事
業 

皆
な
成
り
、
唯
だ
益
の
み
覆
車
し
、
辜つ

み

に
夏

后
に
伏
す
る
が
若
き
も
、
亦
た
猶
ほ
桓
の
曹·

馬
に
效
ひ
て
、

而
れ
ど
も
獨
り
元
興
の
禍
を
致
す
が
ご
と
き
者
か
。
其
の
疑
は

し
き
の
四
な
り
。

『
汲
冢
書
』
云
、「
舜
放
堯
於
平
陽
、益
爲
啓
所
誅
。」
又
曰
、「
太

甲
殺
伊
尹
、
文
丁
殺
季
歷
。」
凡
此
數
事
、
語
異
正
經
。
其
書

近
出
、
世
人
多
不
之
信
也
。
案
舜
之
放
堯
、
無
事
別
說
、
足
驗

其
情
、
已
於
篇
前
言
之
詳
矣
。
夫
唯
益
與
伊
尹
見
戮
、
並
於
正

書
猶
無
其
證
。
推
而
論
之
、
如
啓
之
誅
益
、
仍
可
覆
也
。
何
者
、

舜
廢
堯
而
立
丹
朱
、
禹
黜
舜
而
立
商
均
。
益
手
握
機
權
、
勢
同

舜
・
禹
、
而
欲
因
循
故
事
、
坐
膺
天
祿
。
其
事
不
成
、
自
貽
伊

咎
。
觀
夫
近
古
簒
奪
、
桓
獨
不
全
、
馬
仍
反
正
。
若
啓
之
誅
益
、

亦
由
晉
之
殺
玄
乎
。
若
舜·

禹
相
代
、
事
業
皆
成
、
唯
益
覆
車
、

伏
辜
夏
后
、
亦
猶
桓
效
曹·

馬
、
而
獨
致
元
興
之
禍
者
乎
。
其

疑
四
也
。

　
『
汲
冢
書
』
の
記
述
は
経
書
と
相
違
し
て
お
り
、
益
（
禹
の
臣
）

と
伊
尹
（
殷
の
臣
）
が
殺
さ
れ
た
の
は
、
経
書
や
史
書
の
正
し
い
記

録
に
証
拠
が
な
い
が
、
啓
（
禹
の
息
子
）
が
益
を
誅
殺
し
た
の
は
推

論
で
き
る
。
舜
は
尭
を
廃
位
さ
せ
て
尭
の
子
の
丹
朱
を
立
て
、
禹
は
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舜
を
退
け
舜
の
子
の
商
均
を
立
て
た
。
益
は
権
力
を
握
り
、
舜
・
禹

の
故
事
に
な
ら
い
、
天
子
の
座
に
即
こ
う
と
し
た
。
し
か
し
成
就
せ

ず
罪
を
残
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
益
の
み
失
敗
し
、
啓
に

殺
さ
れ
た
の
は
、
ま
る
で
東
晋
の
桓
玄
が
魏
と
晋
と
の
簒
奪
を
模
倣

す
る
も
、
ひ
と
り
元
興
の
禍（

（1
（

を
致
す
こ
と
と
な
っ
た
よ
う
な
も
の
で

あ
る
と
指
摘
す
る
。

　

こ
こ
も
二
種
の
手
法
が
併
用
さ
れ
て
い
る
。
前
半
部
は
傍
証
と
し

て
『
汲
冢
書
』
が
引
用
さ
れ
、
傍
線
部
で
は
魏
晋
期
に
起
き
た
王
位

簒
奪
と
比
較
し
て
論
証
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
後
者
も
歴
史
的
故
事

と
比
較
す
る
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

次
に
「
其
の
疑
事
」
六
條
目
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

夫
れ
五
經
の
言
を
立
つ
る
や
、
千
載
猶
ほ
仰
ぐ
も
、
而
れ
ど
も

其
の
前
後
を
求
む
れ
ば
、
理
は
甚
だ
相
ひ
乖
る
。
何
者
と
な
れ

ば
、
周
の
盛
な
る
を
稱
す
る
や
、
則
ち
三
分
し
て
二
を
有
つ
と

云
ひ
、
商
紂
を
獨
夫
と
爲
す
と
。
殷
の
敗
る
る
を
語
る
や
、
又

紂
は
臣
億
萬
人
有
り
、
其
の
亡
ぐ
る
や
流
血 

杵
を
漂
は
す
と

云
ふ
。
斯
れ
則
ち
是
非
に
準
無
く
、
向
背 

同
じ
か
ら
ざ
る
者

な
り
。
又
た
案
ず
る
に
武
王
は
泰
誓
を
爲
り
て
、
紂
の
過
失
を

數
ふ
る
も
、
亦
た
猶
ほ
近
代
の
呂
相
の
晉
の
爲
に
秦
を
絶
ち
、

陳
琳
の
袁
の
爲
に
魏
を
檄
す
る
有
る
が
ご
と
く
、
之
に
罪
を
加

へ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
能
く
辭
無
か
ら
ん
や
。
而
し
て
後
來
の
諸

子
は
、
其
の
僞
說
を
承
け
て
、
競
ひ
て
紂
の
罪
を
列
し
、
五
經

に
倍
す
る
有
り
。
故
に
子
貢 

曰
は
く
、「
桀
・
紂
の
惡
は
是
に

至
ら
ず
。
君
子
は
下
流
に
居
る
こ
と
を
惡
む
」
と
。
班
生
も
亦

た
云
は
く
、「
安
ん
ぞ
婦
人
に
據
り
て
朝
に
臨
む
こ
と
有
ら
ん

や
」
と
。
劉
向 

又
た
曰
は
く
、「
世
人
に
父
を
弑
し
て
君
を
害

す
る
有
る
も
、
桀
・
紂
は
是
に
至
ら
ず
。
而
れ
ど
も
天
下
の
惡

者
を
歸
す
る
は
必
ず
桀
・
紂
を
以
て
先
と
爲
す
」
と
。
此
れ
其

の
古
自
り
辛
・
癸
の
罪
を
言
ふ
は
、
將
た
厚
く
誣
ふ
る
者
に
非

ず
や
。
其
の
疑
は
し
き
の
六
な
り
。

夫
五
經
立
言
、
千
載
猶
仰
、
而
求
其
前
後
、
理
甚
相
乖
。
何
者
、

稱
周
之
盛
也
、
則
云
三
分
有
二
、
商
紂
爲
獨
夫
。
語
殷
之
敗
也
、

又
云
紂
有
臣
億
萬
人
、
其
亡
流
血
漂
杵
。
斯
則
是
非
無
準
、
向

背
不
同
者
焉
。
又
案
武
王
爲
泰
誓
、
數
紂
過
失
、
亦
猶
近
代
之

有
呂
相
爲
晉
絕
秦
、
陳
琳
爲
袁
檄
魏
、
欲
加
之
罪
、
能
無
辭
乎
。

而
後
來
諸
子
、
承
其
僞
說
、
競
列
紂
罪
、
有
倍
五
經
。
故
子
貢

曰
、「
桀
・
紂
之
惡
不
至
是
。
君
子
惡
居
下
流
。」
班
生
亦
云
、「
安

有
據
婦
人
臨
朝
。」
劉
向
又
曰
、「
世
人
有
弑
父
害
君
、
桀
・
紂

不
至
是
。
而
天
下
歸
惡
者
必
以
桀
・
紂
爲
先
。」此
其
自
古
言
辛
・

癸
之
罪
、
將
非
厚
誣
者
乎
。
其
疑
六
也
。
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五
経
の
記
述
は
道
理
に
矛
盾
す
る
も
の
が
多
い
。『
論
語
』（
泰
伯

篇
）
で
は
、
周
が
天
下
の
三
分
の
二
を
有
し
、『
尚
書
』（
泰
誓
篇
）

で
は
紂
は
民
の
信
頼
を
失
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、『
尚
書
』（
泰
誓

篇
）
は
家
臣
が
億
万
人
い
た
と
あ
り
、『
尚
書
』（
武
誓
篇
）
で
は
兵

士
が
大
量
の
血
を
流
し
た
と
あ
る
。
特
に
武
誓
の
武
王
が
紂
の
罪
を

責
め
た
の
は
後
世
に
も
同
様
な
例
が
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
子
貢
・
班

固
・
劉
向
の
言
説
を
引
き
、
桀
・
紂
は
そ
れ
ほ
ど
暴
虐
で
な
か
っ
た

と
指
摘
す
る
。

　

傍
線
部
に
は
武
王
が
泰
誓
を
作
成
し
て
、
紂
の
過
失
を
責
め
た
の

は
、
ま
る
で
晋
の
呂
相
が
自
国
の
た
め
に
秦
の
過
失
を
責
め
て
関
係

を
絶
ち
、（

（1
（

陳
琳
が
袁
紹
の
た
め
に
曹
操
の
過
失
を
責
め
る
檄
文
を
草

し
た
の
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
あ
る
。（

（1
（

つ
ま
り
、『
尚
書
』

泰
誓
篇
を
、
春
秋
時
代
の
晋
の
呂
相
・
後
漢
の
陳
琳
が
敵
君
の
過
失

を
責
め
た
こ
と
と
同
一
視
し
て
お
り
、
こ
こ
で
も
上
古
の
事
例
を
後

の
時
代
の
故
事
と
比
較
し
て
疑
義
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

次
は
「
其
の
疑
事
」
七
條
目
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

微
子
之
命
篇
の
序
に
云
は
く
、「
武
庚
を
殺
す
」
と
。
案
ず
る

に
祿
父
は
即
ち
商
紂
の
子
な
り
。
社
稷
は
傾
覆
し
、
家
國
は
淪

亡
し
、
父
の
首
は
梟き
ょ
う

懸け
ん

せ
ら
れ
、
母
の
軀
は
分
裂
せ
ら
る
る

に
屬
し
、
永
く
言こ
こ

に
怨
恥
し
、
生
人 

二
と
莫
し
。
向も使
し
其

れ
侯
服
し
て
周
に
事
へ
、
而
し
て
軀
を
全
う
し
て
其
の
妻
子
を

保
ん
ず
る
も
、
天
を
仰
ぎ
地
を
俯
し
、
何
を
以
て
か
生
と
爲
さ

ん
。
齒
を
含
み
髪
を
戴
せ
、
何
を
以
て
貌
を
爲
さ
ん
や
。
既
に

し
て
二
叔
と
合
謀
し
、
節
を
三
監
に
徇し
た
が

ふ
は
、
君
親
の
怨
は

除
か
れ
ず
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
臣
子
の
誠
は
見
る
べ
し
。
諸
を

名
教
に
考
ふ
れ
ば
、
生
死
に
慚
づ
る
無
し
。
議
す
る
者
は
苟
し

く
も
其
の
功
業
の
成
ら
ざ
る
を
以
て
、
便
ち
頑
人
を
以
て
目
と

爲
す
。
必
ず
是
く
の
如
く
ん
ば
、
則
ち
君
に
夏
少
康
の
若
き
有

り
、
臣
に
伍
子
胥
の
若
き
有
る
に
、
向
若
し
仇
を
隕の

ぞ

き
怨
を
雪そ

そ

が
ん
と
す
と
も
、
衆
は
敗
れ
身
は
滅
ぶ
れ
ば
、
亦
た
當
に
迹
を

醜
徒
に
隸
し
、
名
を
逆
黨
に
編
む
べ
き
者
な
ら
ん
や
。
其
の
疑

は
し
き
の
七
な
り
。

微
子
之
命
篇
序
云
、「
殺
武
庚
。」
案
祿
父
即
商
紂
之
子
也
。
屬

社
稷
傾
覆
、
家
國
淪
亡
、
父
首
梟
懸
、
母
軀
分
裂
、
永
言
怨
恥
、

生
人
莫
二
。
向
使
其
侯
服
事
周
、
而
全
軀
保
其
妻
子
也
、
仰
天

俯
地
、
何
以
爲
生
。
含
齒
戴
髪
、
何
以
爲
貌
。
既
而
合
謀
二
叔
、

徇
節
三
監
、
雖
君
親
之
怨
不
除
、
而
臣
子
之
誠
可
見
。
考
諸
名

教
、
生
死
無
慚
。
議
者
苟
以
其
功
業
不
成
、
便
以
頑
人
爲
目
。

必
如
是
、
則
有
君
若
夏
少
康
、
有
臣
若
伍
子
胥
、
向
若
隕
仇
雪

怨
、
衆
敗
身
滅
、
亦
當
隸
迹
醜
徒
、
編
名
逆
黨
者
邪
。
其
疑
七

也
。
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『
尚
書
』
微
子
之
命
篇
の
序
に
「
紂
の
子
で
あ
る
武
庚
を
殺
し
た
」

と
あ
る
。
武
庚
が
管
叔
・
蔡
叔
と
共
謀
し
、
三
監
と
し
て
忠
節
を
つ

く
し
て
死
ん
だ
の
は
、
君
親
の
怨
み
は
ら
せ
な
か
っ
た
が
、
臣
子
と

し
て
の
誠
実
さ
は
見
て
取
れ
る
と
す
る
。
し
か
し
議
論
す
る
者
は
頑

人
と
評
価
す
る
が
、
そ
れ
で
は
、
夏
の
少
康
や
楚
の
伍
子
胥
が
君
親

の
仇
討
ち
に
失
敗
し
て
身
を
滅
ぼ
し
て
い
れ
ば
、
逆
賊
と
な
る
の
で

あ
ろ
う
か
と
比
較
し
て
疑
義
を
示
す
。

　

こ
こ
で
も
ま
た
、
夏
の
少
康
と
楚
の
伍
子
胥
と
い
っ
た
歴
史
的
故

事
と
比
較
し
て
論
が
結
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

次
は
「
其
の
疑
事
」
八
條
目
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

『
論
語
』
に
曰
は
く
、「
大
な
る
か
な
、
周
の
德
や
。
天
下
を
三

分
し
て
其
の
二
を
有た
も

つ
も
、
猶
ほ
殷
に
服
事
す
」
と
。
案
ず
る

に
『
尚
書
』
の
序
に
云
は
く
、「
西
伯 

黎
に
戡か

ち
、
殷
は
始
め

て
周
を
咎に
く

む
」
と
。
夫
れ
姬
氏
の
爵
は
乃
ち
諸
侯
な
る
も
、
而

れ
ど
も
輒
ち
征
伐
を
行
ひ
、
怨
を
王
室
に
結
ぶ
も
、
殊
に
愧
畏

す
る
無
し
。
此
れ
則
ち
『
春
秋
』
の
荊
蠻
の
諸
姬
を
滅
し
、『
論

語
』
の
季
氏
の
顓
臾
を
伐
つ
も
の
な
り
。
又
た
案
ず
る
に
謀
書

に
曰
は
く
、「
朱
雀
あ
り
云
云
、
文
王 

命
を
受
け
て
王
を
稱
す

云
云
」
と
。
夫
れ
天
に
二
日
無
く
、
地
に
惟
だ
一
人
の
み
、
有

殷 

猶
ほ
存
し
て
、而
も
王
號
は
遽
か
に
立
つ
。
此
れ
即
ち
『
春

秋
』
の
楚
及
び
吳
・
越
の
僭
號
し
て
天
子
を
陵し
の

ぐ
な
り
。
然
ら

ば
則
ち
黎
に
戡か

ち
崇
を
滅
し
、
自
ら
王
と
同
じ
く
す
る
は
、
服

事
の
道
、
理
は
斯
の
如
く
な
ら
ず
。
亦
た
猶
ほ
近
き
者
は
魏
の

司
馬
文
王
の
權
臣
を
害
し
て
、
少
帝
を
黜
け
、
坐
す
る
に
九
錫

を
加
へ
、
行
く
に
六
馬
を
駕
す
る
が
ご
と
し
。
其
の
歿
す
る
に

及
び
て
や
、
荀
勖 

猶
ほ
之
を
人
臣
以
て
終
は
る
と
謂
ふ
。
蓋

し
姬
の
殷
に
事
ふ
る
や
、當
に
馬
の
魏
に
臣
た
る
に
比
す
べ
く
、

必
ず
周
德
の
大
な
る
を
稱
す
る
は
、
亦
た
虛
し
く
其
の
說
を
爲

さ
ず
や
。
其
の
疑
は
し
き
の
八
な
り
。

『
論
語
』
曰
、「
大
矣
、
周
之
德
也
。
三
分
天
下
有
其
二
、
猶
服

事
殷
。」
案
『
尚
書
』
序
云
、「
西
伯
戡
黎
、
殷
始
咎
周
。」
夫

姬
氏
爵
乃
諸
侯
、
而
輒
行
征
伐
、
結
怨
王
室
、
殊
無
愧
畏
。
此

則
『
春
秋
』
荊
蠻
之
滅
諸
姬
、『
論
語
』
季
氏
之
伐
顓
臾
也
。

又
案
謀
書
曰
、「
朱
雀
云
云
、
文
王
受
命
稱
王
云
云
。」
夫
天
無

二
日
、
地
惟
一
人
、
有
殷
猶
存
、
而
王
號
遽
立
。
此
即
『
春
秋
』

楚
及
吳
・
越
僭
號
而
陵
天
子
也
。
然
則
戡
黎
滅
崇
、
自
同
王
者
、

服
事
之
道
、
理
不
如
斯
。
亦
猶
近
者
魏
司
馬
文
王
害
權
臣
、
黜

少
帝
、
坐
加
九
錫
、
行
駕
六
馬
。
及
其
歿
也
、
而
荀
勖
猶
謂
之

人
臣
以
終
。
蓋
姬
之
事
殷
、
當
比
馬
之
臣
魏
、
必
稱
周
德
之
大

者
、
不
亦
虛
爲
其
說
乎
。
其
疑
八
也
。
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『
論
語
』
泰
伯
篇
に
周
は
天
下
の
三
分
の
二
を
保
有
し
た
と
あ
り
、

『
尚
書
』
西
伯
戡
黎
篇
の
序
に
は
文
王
は
黎
に
攻
め
入
り
、
殷
は
そ

れ
を
憎
ん
だ
と
あ
る
。
周
は
諸
侯
で
あ
る
が
征
伐
を
行
い
、
こ
れ
は

『
春
秋
』の
荊
蛮
や『
論
語
』の
季
氏
の
よ
う
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、

周
が
王
を
称
し
た
の
は
、『
春
秋
』
の
楚
・
呉
が
王
を
僭
称
し
た
よ

う
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
近
年
の
晋
の
司
馬
昭
が
帝
位
を

簒
奪
し
た
の
と
同
じ
で
あ
る
と
し
、
周
が
殷
に
仕
え
て
い
た
の
は
、

司
馬
氏
が
魏
に
仕
え
て
い
た
こ
と
に
比
す
べ
き
で
あ
り
、
周
の
徳
を

賛
美
す
る
こ
と
に
疑
義
を
示
す
。

　

こ
こ
で
は
、
周
の
行
い
に
対
し
て
、
魯
の
季
氏
の
僭
主
や
、
春
秋

時
代
の
楚
・
呉
が
王
位
を
僭
称
し
た
こ
と
、
ま
た
末
尾
に
は
司
馬
氏

の
簒
奪
の
例
と
比
較
す
る
手
法
が
取
ら
れ
て
い
る
。

　

最
後
は
「
其
の
疑
事
」
十
條
目
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

『
尚
書
』
金
滕
篇
に
云
は
く
、「
管
・
蔡 

流
言
し
て
、
公 
將
に

孺
子
に
利よ

か
ら
ざ
ら
ん
と
す
」
と
。『
左
傳
』
に
云
は
く
、「
周

公 

管
叔
を
殺
し
て
蔡
叔
を
放
つ
、
夫
れ
豈
に
愛
せ
ざ
ら
ん
や
、

王
室
の
故
な
り
」
と
。
案
ず
る
に
『
尚
書
』
君
奭
篇
の
序
に
云

は
く
、「
召
公
は
保
と
爲
り
、
周
公
は
師
と
爲
り
、
成
王
を
相た
す

け
て
、
左
右
と
爲
る
。
召
公
は
說
ば
ず
」
と
。
斯
れ
則
ち
旦
は

不
臣
の
禮
を
行
ひ
、
主
を
震
は
す
の
威
を
挾
み
、
迹
は
疑
似
に

居
り
、
坐
し
て
訕
謗
を
招
く
。
奭
の
亞
聖
の
德
を
以
て
、
明
允

の
才
を
負
ふ
と
雖
も
、
其
の
事
を
目
睹
す
れ
ば
、
猶
ほ
憤
懣
を

懐
け
り
。
況
ん
や
彼
の
二
叔
な
る
者
の
、
才
は
中
人
に
處
り
、

地
は
下
國
に
居
り
て
、
異
議
を
側
聞
す
れ
ば
、
能
く
猜
を
懐
か

ざ
ら
ん
や
。
其
の
戈
を
推
し
て
反
噬
す
る
を
原
ぬ
れ
ば
、
事
は

我
を
誤
る
に
由
る
。
而
し
て
周
公 

自
ら
諴
な
ら
ざ
る
を
以
て
、

遽
か
に
顯
戮
を
加
ふ
。
夫
の
漢
代
の
淮
南
を
赦
し
、
阜
陵
を
寛

す
と
、
一
に
何
ぞ
遠
き
や
。
斯
れ
則
ち
周
公
は
友ゆ

う

于う

の
義
に
於

い
て
薄
し
。
而
し
て
『
書
』
の
述
ぶ
る
所
は
、
用
て
美
談
と
爲

す
は
、
何
ぞ
や
。
其
の
疑
は
し
き
の
十
な
り
。

『
尚
書
』
金
滕
篇
云
、「
管
・
蔡
流
言
、
公
將
不
利
於
孺
子
。」『
左

傳
』
云
、「
周
公
殺
管
叔
而
放
蔡
叔
、
夫
豈
不
愛
、
王
室
故
也
。」

案
『
尚
書
』
君
奭
篇
序
云
、「
召
公
爲
保
、周
公
爲
師
、相
成
王
、

爲
左
右
。
召
公
不
說
。」
斯
則
旦
行
不
臣
之
禮
、
挾
震
主
之
威
、

迹
居
疑
似
、
坐
招
訕
謗
。
雖
奭
以
亞
聖
之
德
、
負
明
允
之
才
、

目
睹
其
事
、
猶
懷
憤
懣
。
況
彼
二
叔
者
、
才
處
中
人
、
地
居
下

國
、
側
聞
異
議
、
能
不
懷
猜
。
原
其
推
戈
反
噬
、
事
由
誤
我
。

而
周
公
自
以
不
諴
、
遽
加
顯
戮
。
與
夫
漢
代
之
赦
淮
南
、
寛
阜

陵
、
一
何
遠
哉
。
斯
則
周
公
於
友
于
之
義
薄
矣
。
而
『
書
』
之

所
述
、
用
爲
美
談
者
、
何
哉
。
其
疑
十
也
。
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『
尚
書
』
金
滕
に
「
周
公
の
兄
弟
で
あ
る
管
叔
と
蔡
叔
が
周
公
は

よ
く
な
い
と
流
言
し
た
」
と
あ
り
、『
左
氏
伝
』
昭
公
元
年
に
は
「
周

公
は
管
叔
を
殺
し
、
蔡
叔
を
放
伐
し
た
が
、
王
室
の
た
め
で
あ
る
」

と
あ
る
。
二
叔
が
反
乱
を
起
こ
し
、
周
公
は
平
和
を
乱
す
も
の
と
し

て
制
裁
を
加
え
た
。
こ
れ
は
漢
の
淮
南
厲
王
長
（
文
帝
の
弟
）
と
阜

陵
王
延
（
明
帝
の
弟
）
と
が
謀
反
を
起
こ
す
も
赦
免
さ
れ
た
例
に
比

較
す
れ
ば
、周
公
は
兄
弟
親
睦
へ
の
義
が
薄
か
っ
た
と
言
え
る
と
し
、

美
談
と
し
て
い
る
こ
と
に
疑
義
を
示
す
。

　

こ
こ
で
も
周
公
の
二
叔
へ
の
態
度
に
対
し
て
、
傍
線
部
で
は
漢
代

の
帝
の
弟
が
謀
反
を
起
こ
す
も
赦
免
さ
れ
た
故
事
と
比
較
が
な
さ
れ

て
い
る
。

　

以
上
、「
其
の
疑
事
」
十
條
の
中
、
歴
史
的
故
事
と
比
較
し
た
例

七
條
を
検
討
し
た
。
何
れ
も
上
古
の
事
柄
に
対
し
て
、
春
秋
期
か
ら

魏
晋
期
の
歴
史
的
故
事
と
比
較
す
る
手
法
が
取
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
た
。
こ
れ
は
前
節
で
確
認
し
た
上
古
の
君
主
も
近
世
の
君

主
と
同
一
視
す
る
思
考
、
ま
た
は
歴
史
へ
の
認
識
の
表
れ
で
あ
る
と

言
え
る
。
で
は
、
こ
う
し
た
思
考
や
認
識
が
後
世
の
学
術
、
特
に
中

唐
期
の
学
術
と
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
に
つ
い
て
次
節
で
触
れ

て
お
き
た
い
。

四
、
中
唐
期
の
学
術
思
想
と
の
類
似
性

　

本
節
で
は
、
疑
古
篇
の
思
考
が
後
世
の
学
術
に
与
え
た
影
響
に
つ

い
て
検
討
す
る
。
杜
佑
の
『
通
典
』
及
び
中
唐
春
秋
学
の
中
心
人
物

で
あ
る
陸
淳
の
学
問
に
類
似
し
た
思
考
が
見
え
る
た
め
、
本
節
で
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

中
唐
期
を
生
き
た
杜
佑
が
著
し
た
『
通
典
』
は
、
上
古
か
ら
唐
の

天
宝
年
間
ま
で
の
諸
制
度
の
沿
革
が
通
史
的
に
記
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
成
書
過
程
に
関
し
て
は
、
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
点
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
劉
知
幾
の
子
息
に
は
劉
秩
が
お
り
、
彼
は
開
元
年
間
の
末
に

『
政
典
』な
る
も
の
を
著
し
、杜
佑
は
そ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て『
通

典
』
を
作
成
し
た
こ
と
で
あ
る
。（

（1
（

こ
う
し
た
成
書
背
景
を
持
つ
『
通

典
』
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。

…
漢
・
隋
・
大
唐
は
、
海
内
統
一
し
、
人
戶
は
滋
殖
し
、
三
代

は
儔た
ぐ

ふ
莫
し
。

…
漢
・
隋
・
大
唐
、
海
内
統
一
、
人
戶
滋
殖
、
三
代
莫
儔
。

�

『
通
典
』
職
官
、
王
侯
総
叙

…
蓋
し
時
の
澆
巧
な
る
を
嫉
み
、
往
昔
の
敦
淳
な
る
を
美
め
、

務
め
て
以
て
其
の
慕
向
に
勉
む
る
を
激
勵
す
る
な
り
。
然
し
て
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人
の
常
情
は
、
今
を
非
と
し
て
古
を
是
と
し
、
其
の
朴
質
に
し

て
事
少
き
は
、信
に
固
に
美
む
べ
し
。
而
れ
ど
も
鄙
風
弊
俗
は
、

或
い
は
亦
た
之
れ
有
り
。
緬は
る
か

に
古
の
中
華
を
惟
へ
ば
、
多
く

今
の
夷
狄
に
類
す
。

…
蓋
嫉
時
澆
巧
、
美
往
昔
敦
淳
、
務
以
激
勵
勉
其
慕
向
也
。
然

人
之
常
情
、
非
今
是
古
、
其
朴
質
事
少
、
信
固
可
美
。
而
鄙
風

弊
俗
、
或
亦
有
之
。
緬
惟
古
之
中
華
、
多
類
今
之
夷
狄
。

�

『
通
典
』
邊
防
序

　

前
者
は
漢
・
隋
・
唐
は
天
下
を
統
一
し
人
戸
は
増
殖
し
、
三
代
の

治
世
は
こ
れ
に
匹
敵
し
な
い
と
す
る
。
後
者
で
は
、
人
々
が
尚
古
的

に
上
古
の
文
化
を
評
価
し
て
い
る
が
、
風
俗
の
観
点
よ
り
見
れ
ば
、

上
古
の
中
華
は
今
の
夷
狄
に
類
す
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
杜
佑
は
人
口
や
風
俗
に
お
い
て
は
、
上
古

の
治
世
と
い
え
ど
も
神
聖
視
し
な
い
主
張
を
展
開
し
て
い
た
と
言
え

る
。
こ
れ
は
先
に
確
認
し
た
『
史
通
』
疑
古
篇
に
見
ら
れ
た
上
古
の

君
主
も
近
世
の
君
主
と
同
一
視
す
る
思
考
と
類
似
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
疑
古
篇
の
思
考
や
精
神
、
延
い
て
は
歴
史
認
識
は
、
劉
知
幾
の

子
で
あ
る
劉
秩
『
政
典
』
を
介
し
て
杜
佑
に
共
有
さ
れ
て
い
た
と
言

え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
中
唐
期
に
は
啖
助
・
趙
匡
・
陸
淳
等
を
中
心
と
し
て
、
旧

来
と
異
な
る
春
秋
学
で
あ
る
中
唐
春
秋
学
が
勃
興
し
た
。
そ
の
主
な

特
徴
は
、
従
来
の
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
『
春
秋
』
に
対
し
て
三

伝
何
れ
か
に
依
拠
す
る
手
法
を
取
ら
ず
、
三
伝
を
比
較
検
討
し
、
そ

の
上
で
自
ら
の
独
自
の
解
釈
を
下
し
た
と
い
う
点
に
あ
る
。（

（1
（

こ
う
し

た
特
徴
を
持
つ
中
唐
春
秋
学
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
陸
淳
の
学
問

に
つ
い
て
は
、
柳
宗
元
が
書
い
た
陸
淳
の
墓
表
で
あ
る
「
唐
故
給
事

中
皇
太
子
侍
讀
陸
文
通
先
生
墓
表
」（

（1
（

に
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は

以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

呉
郡
の
人
陸
先
生
質
有
り
、
其
の
師
友
天
水
の
啖
助
洎お
よ

び
趙
匡

と
、
能
く
聖
人
の
旨
を
知
る
。
故
に
『
春
秋
』
の
言
は
、
是
に

及
び
て
光
明
あ
り
て
、
庸
人·

小
童
を
し
て
、
皆
な
學
を
積
み

て
以
て
聖
人
の
道
に
入
る
べ
か
ら
し
む
。
聖
人
の
教
を
傳
ふ
れ

ば
、
是
れ
其
の
德
は
豈
に
侈
大
な
ら
ず
や
。

有
呉
郡
人
陸
先
生
質
、
與
其
師
友
天
水
啖
助
洎
趙
匡
、
能
知
聖

人
之
旨
。
故
『
春
秋
』
之
言
、
及
是
而
光
明
、
使
庸
人·

小
童
、

皆
可
積
學
以
入
聖
人
之
道
。
傳
聖
人
之
教
、
是
其
德
豈
不
侈
大

矣
哉
。

『
柳
宗
元
集
』
巻
九

「
唐
故
給
事
中
皇
太
子
侍
讀
陸
文
通
先
生
墓
表
」
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先
述
の
ご
と
く
陸
質
（
淳
）
は
啖
助
・
趙
匡
等
と
交
友
し
、『
春
秋
』

を
学
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
解
釈
は
、「
庸
人
・
小
童
」
な
る
者

を
し
て
「
聖
人
の
道
」
に
入
れ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、「
聖
人
の
教
」

の
伝
授
に
お
い
て
そ
の
功
績
は
偉
大
で
あ
っ
た
と
あ
る
。
ま
た
墓
表

は
以
下
の
よ
う
に
続
く
。

蓋
し
道
を
講
ず
る
こ
と
二
十
年
、
書
し
て
之
を
志
す
こ
と
又
十

餘
年
に
し
て
、
其
の
事 
大
い
に
備
は
り
、『
春
秋
集
注
』
十
篇
・

『
辯
疑
』
七
篇
・『
微
指
』
二
篇
を
爲
る
。
大
中
を
明
章
し
て
、

公
器
を
發
露
す
。
其
の
道
は
聖
人
を
以
て
主
と
爲
し
、
堯
舜
を

以
て
的
と
爲
し
、
苞
羅
旁ぼ

う
は
く魄

（
混
合
す
る
さ
ま
）
し
、
上
下
を

膠こ
う
か
つ轕

（
駆
馳
す
る
さ
ま
）
し
て
正
よ
り
出
で
ず
。

蓋
講
道
者
二
十
年
、
書
而
志
之
者
又
十
餘
年
、
其
事
大
備
、
爲

『
春
秋
集
注
』
十
篇
、『
辯
疑
』
七
篇
、『
微
指
』
二
篇
。
明
章

大
中
、
發
露
公
器
。
其
道
以
聖
人
爲
主
、
以
堯
舜
爲
的
、
苞
羅

旁
魄
、
膠
轕
上
下
而
不
出
於
正
。

『
柳
宗
元
集
』
巻
九

「
唐
故
給
事
中
皇
太
子
侍
讀
陸
文
通
先
生
墓
表
」

　

陸
淳
は
自
己
の
学
問
を
形
成
し
、『
春
秋
集
注
』・『
春
秋
辯
疑
』・『
春

秋
微
指
』
等
の
著
作
を
も
の
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、「
大
中
」
を
明

ら
か
に
し
「
公
器
」
を
発
明
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
学
問
の
「
道
」

は
聖
人
を
主
と
し
、
尭
・
舜
を
目
標
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
あ

る
。（

（1
（

　

そ
の
他
に
陸
淳
の
学
問
は
、
陸
淳
か
ら
『
春
秋
』
を
学
ん
だ
呂
温

が
書
い
た
祭
文
で
あ
る
「
陸
給
事
を
祭
る
文
」（

（1
（

か
ら
も
窺
え
る
。
そ

こ
に
は
、
呂
温
が
陸
淳
か
ら
受
け
た
言
葉
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
以

下
の
よ
う
に
あ
る
。

…
且
つ
曰
は
く
、
子
は
吾
の
域
に
入
る
に
非
ず
、
堯
舜
の
域
に

入
れ
。
子
は
吾
の
奥
を
覩
る
に
非
ず
、
宣
尼
の
奥
を
覩
よ
。
…

…
且
曰
、
子
非
入
吾
之
域
、
入
堯
舜
之
域
。
子
非
覩
吾
之
奥
、

覩
宣
尼
之
奥
。
…『

呂
和
叔
文
集
』
巻
八
「
陸
給
事
を
祭
る
文
」

　

陸
淳
は
、
呂
温
に
対
し
て
自
身
の
領
域
で
な
く
、
尭
・
舜
の
領
域

に
入
り
、
自
身
の
奥
旨
で
は
な
く
、
孔
子
の
奥
旨
に
到
達
す
る
こ
と

を
説
い
て
い
た
。
つ
ま
り
、
陸
淳
の
学
問
は
、
聖
人
へ
の
到
達
を
目

指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
陸
淳
の
学
問
に
対
す
る
「
聖
人
の
道
に
入
る
」
や
「
其

の
道
は
聖
人
を
以
て
主
と
爲
し
、
堯
舜
を
以
て
的
と
爲
す
」
と
い
う

柳
宗
元
の
評
価
や
、
呂
温
が
受
け
た
陸
淳
の
言
葉
か
ら
明
ら
か
に
示
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さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
陸
淳
延
い
て
は
中
唐
春
秋
学
は
、
聖
人
に
主

体
的
に
近
づ
く
こ
と
を
志
向
し
て
い
た
。（

（2
（

そ
こ
に
は
、
劉
知
幾
の
よ

う
な
上
古
や
聖
人
へ
の
懐
疑
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
聖
人

の
道
に
接
近
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
聖
人
観
の
相
対
化
で
あ
り
、

神
聖
視
さ
れ
た
上
古
の
君
主
を
近
世
の
君
主
と
同
一
視
し
た
劉
知
幾

の
歴
史
認
識
と
、
同
じ
方
向
性
に
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
の
だ

ろ
う
か
。（

（2
（五

、
結
語

　

疑
古
篇
の
主
張
は
、『
尚
書
』
を
「
言
」
の
み
を
記
し
た
「
記
言
」

の
史
と
い
う
強
固
な
枠
組
み
を
設
定
し
、「
事
」
に
つ
い
て
の
欠
略

が
多
い
と
す
る
認
識
よ
り
出
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
疑

古
篇
の
懐
疑
の
対
象
は
全
て
「
事
」
に
つ
い
て
向
け
ら
れ
て
い
る
。

次
に
「
其
の
疑
事
」
十
條
で
取
ら
れ
る
論
証
方
法
を
篇
末
の
記
述
よ

り
分
類
す
れ
ば
、
他
の
文
献
を
「
諸
子
の
異
説
」
と
し
て
引
用
し
た

例
と
歴
史
的
故
事
と
比
較
が
な
さ
れ
た
例
と
に
類
別
で
き
た
。
特
に

後
者
は
前
者
よ
り
も
例
が
多
く
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
疑
古
篇
に

お
い
て
、
上
古
の
君
主
も
近
世
の
君
主
と
同
一
視
す
る
思
考
や
認
識

が
、
中
核
と
し
て
通
底
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。

さ
ら
に
そ
の
例
に
該
当
す
る
條
を
検
討
し
た
が
、
何
れ
も
上
古
の
事

柄
を
春
秋
期
か
ら
魏
晋
期
の
歴
史
的
故
事
と
の
比
較
を
通
し
て
、
疑

義
が
呈
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
認
識
は
劉
知
幾
の
子
息
の
劉
秩
を
介
し
て
杜
佑

『
通
典
』
に
継
承
さ
れ
た
痕
跡
や
、
中
唐
春
秋
学
の
主
な
担
い
手
で

あ
っ
た
陸
淳
等
の
学
問
や
聖
人
観
も
同
一
の
方
向
性
に
あ
る
と
言

え
、
中
唐
期
の
学
術
と
の
連
絡
性
が
確
認
し
得
る
。
こ
れ
ら
の
指
摘

が
当
を
得
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
劉
知
幾
の
思
考
は
、
中
唐
期
に
興

る
学
術
の
萌
芽
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う

か
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
疑
古
篇
の
主
張
と
中
唐
の
学
術
と
の
関
係
性
に

つ
い
て
の
検
討
は
不
十
分
で
あ
る
。
ま
た
、『
史
通
』
と
後
世
の
学

術
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
疑
古
篇
以
外
に
も
確
認
し
得
る
。
今

後
は
、
こ
れ
ら
の
検
討
を
進
め
て
本
稿
の
結
論
を
補
強
し
て
い
き
た

い
。

注（
1
）　
『
新
唐
書
』
巻
一
三
二
及
び
『
旧
唐
書
』
巻
一
〇
二
の
劉
知
幾
伝
。

（
2
）　
『
史
通
析
微
』
は
現
存
し
な
い
が
、
柳
璨
の
伝
は
、『
旧
唐
書
』
に
は
巻

一
七
九
に
、『
新
唐
書
』
に
は
巻
一
二
三
に
立
つ
。『
旧
唐
書
』
は
「
璨 

以

へ
ら
く
劉
子
玄
の
撰
す
る
所
の
『
史
通
』
の
經
史
を
譏
駁
す
る
こ
と
當
に

過
ぐ
る
と
し
、
璨 

子
玄
の
失
を
紀
し
て
、
別
に
十
巻
を
爲
り
、『
柳
氏
釋
史
』
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と
號
し
、
學
者
は
其
の
優
贍
に
伏
す
（
璨
以
劉
子
玄
所
撰
『
史
通
』
譏
駁

經
史
過
當
、璨
紀
子
玄
之
失
、別
爲
十
巻
、號
柳
氏
釋
史
、學
者
伏
其
優
贍
）」

と
あ
り
、『
新
唐
書
』
に
は
「
…
劉
子
玄
を
譏
訶
し
て
、『
析
微
』
を
著
し
、

時
に
或
い
は
之
を
稱
す
…
（
譏
訶
劉
子
玄
、
著
『
析
微
』、
時
或
稱
之
）」

と
あ
る
。
な
お
、『
直
斎
書
録
解
題
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）

巻
二
二
、
文
史
類
に
「
唐
の
柳
璨
撰
、
劉
氏
の
失
を
譏
評
す
（
唐
柳
璨
撰
、

譏
評
劉
氏
失
）」
と
あ
り
、『
史
通
』
の
反
駁
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
い
知

れ
る
。
ま
た
、
唐
以
後
『
史
通
』
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
西
脇
常
記
氏
『
史

通
外
篇
』（
東
海
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
）
解
説
部
及
び
同
氏
の
「
宋

代
に
お
け
る
『
史
通
』」
後
に
『
唐
代
の
思
想
と
文
化
』（
創
文
社
、
東
洋

学
叢
書
、
二
〇
〇
〇
年
）
所
収
、
明
・
清
代
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
増
井

経
夫
氏
「
明
代
史
通
學
」（『
東
方
學
』
第
十
五
号
、
一
九
五
七
年
）
及
び

同
氏
「
清
代
史
通
學
」（『
東
方
學
論
集　

東
方
學
會
創
立
十
五
周
年
記
念
』、

一
九
六
二
年
）
に
詳
し
い
。

（
3
）　
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
史
部
四
四
、
史
評
類
、『
史
通
』
に
「
疑
古
・

惑
經
の
諸
篇
は
、
世
の
共
に
詬の
の

し
る
所
な
る
は
、
言
を
待
た
ざ
る
な
り
（
疑

古
・
惑
經
諸
篇
、
世
所
共
詬
、
不
待
言
矣
）」
と
あ
る
。

（
4
）　

中
国
に
お
い
て
批
判
的
な
思
想
を
有
し
た
人
物
と
し
て
、
代
表
的
な
も

の
と
し
て
は
劉
知
幾
以
前
に
後
漢
の
王
充
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
金
谷
治
氏

『
金
谷
治
中
国
思
想
論
集
下
巻　

批
判
的
学
問
観
の
形
成
』（
平
河
出
版
社
、

一
九
九
七
年
）
第
一
部
、
第
二
章
「
疑
古
の
歴
史
」
参
照
。
劉
知
幾
は
王

充
に
高
い
評
価
を
与
え
て
お
り
、
こ
の
側
面
か
ら
の
検
討
は
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

（
5
）　

稲
葉
一
郎
氏
「
劉
知
幾
の
経
書
批
判
と
中
唐
の
新
儒
学
運
動
」『
中
国
史

学
史
の
研
究
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
所
収
、
初
出
は

「
中
唐
の
新
儒
家
運
動
の
一
考
察
―
劉
知
幾
の
経
書
批
判
と
啖
・
趙
・
陸
氏

の
春
秋
学
―
」（『
中
国
中
世
史
研
究
会
』、
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
七
〇

年
）
は
、
劉
知
幾
の
経
書
批
判
が
宋
代
の
学
術
を
生
み
出
す
契
機
と
な
っ

た
と
し
、劉
起
釪
氏
『
尚

学
史
（
修
訂
本
）』（
中
華
書
局
、二
〇
一
七
年
）

第
七
章
「
宋
学

《
尚

》
学
的

展
与
疑
辨
」
は
、『
史
通
』
疑
古
篇
に

触
れ
て
、
中
唐
春
秋
学
と
同
じ
く
、
宋
代
の
注
疏
を
取
ら
な
い
経
学
の
気

風
を
形
成
し
た
一
因
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
6
）　

そ
の
主
な
担
い
手
や
学
術
と
し
て
は
、
韓
愈
・
柳
宗
元
等
の
古
文
復
興

運
動
や
、
柳
宗
元
・
劉
禹
錫
に
よ
る
「
天
」
へ
の
議
論
、
啖
助
・
趙
匡
・

陸
淳
等
に
よ
る
中
唐
春
秋
学
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
中
唐
期
の
学
術

に
つ
い
て
は
、
張
躍
氏
『
唐
代
后
期
儒
学
』（
上
海
人
民
出
版
社
、

一
九
九
四
年
）
を
参
照
。

（
7
）　

許
冠
三
氏
『
劉
知
幾
的
實
錄
史
學
』（
香
港
中
文
大
學
出
版
社
、

一
九
八
三
年
）
第
八
章
、
四
節
「〈
疑
古
〉
篇
與
疑
古
史
學
派
」、
注
４
前

掲
の
金
谷
治
氏
著
書
「
こ
れ
を
歴
代
に
求
む
―
劉
知
幾
―
」、林
時
民
氏
『
劉

知
幾
史
學
論
稿
』（
臺
灣
學
生
書
局
、
二
〇
一
五
年
）「
試
論
劉
知
幾
史
學

思
想
的
本
源
」
四
、「
懐
疑
精
神
」
等
。
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（
8
）　

内
山
俊
彦
氏
「
劉
知
幾
の
史
學
思
想
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
二
三
号
、

一
九
七
一
年
）、
榎
一
雄
氏
「
史
通
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
國
學
院
雑
誌
』

第
七
十
七
巻　

第
三
号
、
一
九
七
六
年
）、
許
凌
雲
氏
『
刘
知
几

』（
南

京
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
下
篇　

第
二
章
、
一
「
孔
子

」
等
。

（
9
）　

許
氏
は
注
（
7
）
前
掲
著
書
の
第
三
章
「
実
錄
義
例
上　

史
料
學
」
で

疑
古
篇
に
、
史
料
考
証
と
し
て
「
内
証
」
と
「
外
証
」
と
が
相
互
に
見
え

る
と
し
、
前
者
を
類
比
推
理
に
よ
る
帰
納
・
演
繹
法
と
し
、
後
者
を
文
献

的
証
拠
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
福
島
正
氏
は
「『
史
通
』
疑
古

篇
論
考 

―
述
者
の
意
識
―
」（『
中
国
思
想
史
研
究
』第
四
号
、一
九
八
一
年
）

で
、
文
献
間
の
異
説
を
対
照
す
る
方
法
、
常
識
的
見
地
か
ら
の
合
理
主
義

的
論
証
法
、
歴
史
的
類
比
法
に
分
類
し
、「
彼
の
旺
盛
な
批
判
精
神
が
示
さ

れ
て
い
る
」
と
し
、「「
述
者
」
と
し
て
の
孔
子
の
失
を
正
し
た
」
も
の
で

あ
る
と
指
摘
す
る
。
宮
岸
雄
介
氏
は
「
劉
知
幾
の
経
書
批
判
に
み
え
る
思

考
様
式
」（『
防
衛
医
科
大
学
校
進
学
課
程
研
究
紀
要
』
第
四
〇
号
、

二
〇
一
七
年
）
で
疑
古
篇
の
論
証
方
法
は
「
劉
知
幾
が
常
に
掲
げ
る
「
理
」

の
運
用
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
宮
岸
氏
は
、「
尚
古
か
ら
疑
古

へ
―
『
史
通
』
に
現
れ
た
歴
史
観
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
防
衛
医
科
大
学
校

進
学
課
程
研
究
紀
要
』
第
四
四
号
、
二
〇
二
一
年
）
で
、
疑
古
篇
は
先
秦

諸
子
や
『
荀
子
』
の
歴
史
観
の
継
承
が
確
認
で
き
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

渡
邉
義
浩
氏
は
、「『
史
通
』
の
経
書
批
判
と
『
論
衡
』」（『
東
洋
研
究
』
第

二
二
〇
号
、二
〇
二
一
年
）
に
お
い
て
、劉
知
幾
の
『
尚
書
』
へ
の
批
判
は
、

王
充
の
方
法
論
の
継
承
で
あ
る
と
し
、「
経
験
則
に
基
づ
く
自
ら
の
「
理
」

に
よ
り
批
判
す
る
も
の
」
と
「
他
書
と
の
比
較
に
よ
り
『
尚
書
』
を
批
判

す
る
も
の
」
と
に
分
類
し
て
い
る
。
裴
松
之
が
確
立
し
た
「
史
学
独
自
の

史
料
批
判
と
い
う
方
法
論
を
経
書
に
用
い
た
」
と
し
、
さ
ら
に
、「
劉
知
幾

は
、
儒
教
経
典
を
史
書
と
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
事
実
関
係
の
叙

述
が
悪
を
「
諱
」
ん
で
い
る
と
攻
撃
し
、
儒
教
の
聖
人
像
を
偏
頗
な
も
の

と
批
判
す
る
」
と
し
て
い
る
。

（
10
）　
『
漢
書
』
巻
三
〇
芸
文
志
、
六
芸
略
、
春
秋
に
「
左
史
は
言
を
記
し
、
右

史
は
事
を
記
し
、事
は
『
春
秋
』
と
爲
り
、言
は
『
尚
書
』
と
爲
り
、…
（
左

史
記
言
、
右
史
記
事
、
事
爲
『
春
秋
』、
言
爲
『
尚
書
』、
…
）」
と
あ
る
。

（
11
）　

六
家
篇
の
冒
頭
に
「
其
の
流
に
六
有
り
、
一
に
曰
は
く
『
尚
書
』
家
、

二
に
曰
は
く
『
春
秋
』
家
、
三
に
曰
は
く
『
左
傳
』
家
、
四
に
曰
は
く
『
國

語
』
家
、
五
に
曰
は
く
『
史
記
』
家
、
六
に
曰
は
く
『
漢
書
』
家
（
其
流

有
六
、一
曰
『
尚
書
』
家
、二
曰
『
春
秋
』
家
、三
曰
『
左
傳
』
家
、四
曰
『
國

語
』
家
、
五
曰
『
史
記
』
家
、
六
曰
『
漢
書
』
家
）」
と
あ
る
。

（
12
）　

桓
玄
は
東
晋
よ
り
帝
位
を
簒
奪
し
た
が
、
数
日
後
に
劉
裕
に
よ
っ
て
殺

さ
れ
た
。

（
13
）　
『
春
秋
左
氏
伝
正
義
』（
芸
文
印
書
館
本
）
成
公
十
三
年
に
見
え
る
。

（
14
）　
『
文
選
』
巻
四
四
所
収
「
爲
袁
紹
檄
豫
州
」
が
そ
の
檄
文
で
あ
る
。

（
15
）　
『
旧
唐
書
』
巻
一
四
七
、
杜
佑
伝
に
「
初
め
て
開
元
の
末
、
劉
秩 

經
史

百
家
の
言
を
采
り
、『
周
禮
』
の
六
官
の
職
と
す
る
所
を
取
り
、
分
門
書



『
史
通
』
疑
古
篇
小
考

八
五

三
十
五
卷
を
撰
し
、
號
し
て
『
政
典
』
と
曰
ふ
。（
中
略
）
佑 

其
の
書
を

得
て
、
尋
い
で
厥
の
旨
を
味
は
ひ
、
以
て
條
目
は
未
だ
盡
さ
れ
ず
と
爲
し
、

因
り
て
之
を
廣
げ
、
加
ふ
る
に
開
元
の
禮
・
樂
を
以
て
す
。
書
は
二
百
卷

と
成
り
、號
し
て
『
通
典
』
と
曰
ふ
。（
初
開
元
末
、劉
秩
采
經
史
百
家
之
言
、

取
『
周
禮
』
六
官
所
職
、
撰
分
門
書
三
十
五
卷
、
號
曰
『
政
典
』。（
中
略
）

佑
得
其
書
、
尋
味
厥
旨
、
以
爲
條
目
未
盡
、
因
而
廣
之
、
加
以
開
元
禮
・
樂
。

書
成
二
百
卷
、號
曰
『
通
典
』）」
と
あ
る
。
以
下
『
通
典
』
の
引
用
は
『
通

典
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
三
年
）
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
『
通
典
』
の
成
立

に
つ
い
て
は
、
北
川
俊
昭
氏
「『
通
典
』
編
纂
始
末
考
：
と
く
に
そ
の
上
獻

の
時
期
を
め
ぐ
っ
て
」（『
東
洋
史
研
究
』
第
五
七
号
、
一
九
九
八
年
）
を

参
照
。

（
16
）　

中
唐
春
秋
学
に
つ
い
て
は
、
注
（
６
）
で
前
掲
し
た
張
氏
著
書
及
び
、

島
一
氏
「
啖
・
趙
・
陸
ら
の
春
秋
学
と
そ
の
周
辺
」（『
立
命
館
文
學(

立
命

館
大
学
創
設
八
十
周
年
記
念
文
学
部
論
集)

』
四
三
九
〜
四
四
一
号
、

一
九
八
二
年
）、
同
氏
「
中
唐
春
秋
学
の
形
成
」（『
東
方
学
』
第
九
三
号
、

一
九
九
七
年
）、
齋
木
哲
郎
氏
「
永
貞
革
新
と
春
秋
学
―
唐
代
春
秋
学
の
政

治
的
展
開
―
」（『
鳴
門
教
育
大
学
研
究
紀
要
』
第
二
二
巻
、
二
〇
〇
七
年
）

等
を
参
照
。

（
17
）　
『
柳
宗
元
集
（
中
國
古
典
文
學
基
本
叢
書
）』（
中
華
書
局
、二
〇
〇
〇
年
）

第
一
冊
巻
九
。

（
18
）　

こ
こ
の
「
大
中
」
と
い
う
語
と
概
念
に
つ
い
て
は
、
注
（
16
）
前
掲
の

齋
木
氏
の
論
考
に
永
貞
革
新
集
団
が
「
大
中
の
説
」、「
中
庸
」、「
中
」
等

と
同
義
語
と
し
て
用
い
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
り
、「
政
治
の
旧
弊
を
是
正
し

て
こ
れ
を
中
道
に
立
ち
戻
ら
せ
る
政
策
、
な
い
し
そ
の
理
念
」
と
定
義
し

て
い
る
。
ま
た
、
中
嶋
隆
藏
氏
「【
二
〇
〇
九
年
度
講
演
記
録
】
柳
宗
元
の

大
中
思
想
と
六
朝
經
學
」（『
六
朝
学
術
学
会
報
』
第
十
二
集
、二
〇
一
一
年
）

も
参
照
。

（
19
）　
『
呂
和
叔
文
集
』（
四
部
叢
刊
本
）
巻
八
。

（
20
）　

こ
う
し
た
聖
人
に
接
近
し
よ
う
と
す
る
思
潮
は
、
柳
宗
元
の
「
天
爵
論
」

（『
柳
宗
元
集
』
第
一
冊
巻
三
）
に
も
見
え
る
。
柳
宗
元
は
『
孟
子
』
に
見

え
る
「
天
爵
」
に
つ
い
て
論
じ
、「
天
」
が
人
に
付
与
す
る
と
さ
れ
る
「
剛

健
の
氣
」
と
「
純
粋
の
氣
」
は
、「
志
」
と
「
明
」
で
あ
る
と
し
、
聖
人
か

愚
人
か
の
違
い
は
先
の
二
者
の
有
無
に
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、「
然
れ
ば

則
ち
聖
賢
の
愚
と
異
な
る
や
、
職た

だ
此
れ
の
み
。
仲
尼
の
志
と
明
と
を
し

て
得
て
奪
ふ
べ
か
ら
し
む
る
は
、則
ち
庸
夫
な
り
。之
を
庸
夫
に
授
く
れ
ば
、

則
ち
仲
尼
な
り
。
若
し
乃
ち
明
の
遠
邇
、
志
の
恒
久
あ
れ
ば
、
庸
ぞ
天
爵

に
級
有
る
に
非
ず
や
。
故
に
聖
人 

曰
は
く
「
敏
に
し
て
以
て
之
を
求
め
よ
」

と
は
、
明
の
謂
ひ
な
り
、「
之
を
爲
し
て
厭
は
ず
」
と
は
、
志
の
謂
ひ
な
り
。

（
然
則
聖
賢
之
異
愚
也
、
職
此
而
已
。
使
仲
尼
之
志
之
明
可
得
而
奪
、
則
庸

夫
矣
。
授
之
於
庸
夫
、
則
仲
尼
矣
。
若
乃
明
之
遠
邇
、
志
之
恒
久
、
庸
非

天
爵
之
有
級
哉
。
故
聖
人
曰 

「
敏
以
求
之
」、
明
之
謂
也
、「
爲
之
不
厭
」、

志
之
謂
也
）」
と
、
愚
人
も
「
志
」
と
「
明
」
と
を
後
天
的
な
陶
冶
を
通
し



八
六

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
七
輯

て
求
め
れ
ば
、
孔
子
の
よ
う
な
聖
賢
に
到
達
で
き
る
と
し
て
い
る
。

（
21
）　

ち
な
み
に
吉
川
忠
夫
氏
は
『
六
朝
隋
唐
文
史
哲
論
集
Ⅰ 

人
・
家
・
学
術
』

（
法
蔵
館
、
二
〇
二
〇
年
）
序
章
「
六
朝
隋
唐
時
代
の
社
会
と
思
想
」、
四

節
「
唐
代
に
お
け
る
新
潮
流
」
で
、
中
唐
春
秋
学
の
経
書
解
釈
に
つ
い
て
、

「
…
か
く
し
て
経
文
解
釈
の
基
準
は
、
外
な
る
権
威
を
排
し
て
内
な
る
己
れ

に
も
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
経
書
の
作
者
で
あ
る
聖
人
と
自

己
と
が
面
々
あ
い
対
す
る
態
度
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
」
と
言
及
し
て
い
る
。

附
記

　

疑
古
篇
「
其
の
疑
事
」
十
條
中
、「
諸
子
の
異
説
」
を
引
用
し
た
例
と
し
た
三

條
の
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
手
法
が
現
れ
て
い
る
箇
所
を
傍
線
で
示
し
、
全
体
の
要
約

を
附
し
た
。

蓋
虞
書
之
美
放
勛
也
、
云
「
克
明
俊
德
」。
而
陸
賈
『
新
語
』
又
曰
、「
堯
・
舜

之
人
、比
屋
可
封
。」
蓋
因
堯
典
成
文
而
廣
造
奇
說
也
。
案
『
春
秋
傳
』
云
、高
陽
・

高
辛
二
氏
各
有
才
子
八
人
、
謂
之
元
・
凱
。
此
十
六
族
也
、
世
濟
其
美
、
不
隕

其
名
、
以
至
於
堯
、
堯
不
能
舉
。
帝
鴻
氏
・
少
吳
氏
・
顓
頊
氏
各
有
不
才
子
、

謂
之
渾
沌
・
窮
奇
・
檮
杌
。
此
三
族
也
、
世
濟
其
凶
、
增
其
惡
名
、
以
至
於
堯
、

堯
不
能
去
。
縉
雲
氏
亦
有
不
才
子
、
天
下
謂
之
饕
餮
、
以
比
三
族
、
俱
稱
四
凶
。

而
堯
亦
不
能
去
。
斯
則
當
堯
之
世
、
小
人
君
子
、
比
肩
齊
列
、
善
惡
無
分
、
賢

愚
共
貫
。
且
『
論
語
』
有
云
、「
舜
舉
咎
繇
、
不
仁
者
遠
。」
是
則
當
咎
繇
未
舉
、

不
仁
甚
多
、
彌
驗
堯
時
群
小
在
位
者
矣
。
又
安
得
謂
之
「
克
明
俊
德
」、「
比
屋

可
封
」
者
乎
。
其
疑
一
也
。

　
『
尚
書
』
尭
典
と
『
新
語
』
無
為
篇
の
尭
・
舜
の
治
世
に
関
す
る
記
述
に
対
し
て
、

『
春
秋
左
氏
伝
』
文
公
十
八
年
と
『
論
語
』
顔
淵
篇
を
傍
証
と
し
て
引
用
し
て
懐

疑
を
示
す
。

湯
誓
序
云
、「
湯
伐
桀
、
戰
於
鳴
條
。」
又
云
、「
湯
放
桀
於
南
巢
、
唯
有
慚
德
。」

而
『
周
書
』
殷
祝
篇
稱
「
桀
讓
湯
王
位
」
云
云
。
此
則
有
異
於
『
尚
書
』。
如
『
周

書
』
之
所
說
、
豈
非
湯
既
勝
桀
、
力
制
夏
人
、
使
桀
推
讓
、
歸
王
於
己
。
蓋
欲

比
跡
堯
・
舜
、
襲
其
高
名
者
乎
。
又
案
『
墨
子
』
云
、「
湯
以
天
下
讓
務
光
、
而

使
人
說
曰
、湯
欲
加
惡
名
於
汝
。
務
光
遂
投
清
冷
之
泉
而
死
。」
湯
乃
即
位
無
疑
。

然
則
湯
之
飾
讓
、
僞
跡
甚
多
。
考
墨
家
所
言
、
雅
與
『
周
書
』
相
會
。
夫
『（
周
）

書
』
之
作
、本
出
『
尚
書
』、孔
父
截
翦
浮
詞
、裁
成
雅
誥
、去
其
鄙
事
、直
云
「
慚

德
」、
豈
非
欲
滅
湯
之
過
、
增
桀
之
惡
者
乎
。
其
疑
五
也
。

　
『
尚
書
』
湯
誓
の
序
に
、
湯
は
桀
を
討
伐
し
て
、
さ
ら
に
放
逐
し
た
た
め
徳
を

恥
じ
た
と
あ
る
の
に
対
し
て
、『
逸
周
書
』
殷
祝
篇
・『
墨
子
』（
現
行
本
『
墨
子
』

に
は
、こ
の
記
述
が
見
え
な
い
。
類
似
し
た
記
述
は
『
韓
非
子
』
説
林
上
篇
及
び
、

『
荘
子
』
讓
王
篇
に
見
え
て
お
り
、『
荘
子
』
は
務
光
を
瞀
光
に
作
っ
て
い
る
。）

を
傍
証
と
し
て
引
用
し
、
湯
の
過
失
を
消
滅
さ
せ
、
桀
の
悪
事
を
加
増
さ
せ
た

の
で
は
な
い
か
と
懐
疑
を
示
す
。



『
史
通
』
疑
古
篇
小
考

八
七

『
論
語
』
曰
、「
太
伯
可
謂
至
德
也
已
。
三
以
天
下
讓
、民
無
得
而
稱
焉
。」
案
『
呂

氏
春
秋
』
所
載
云
云
、
斯
則
太
王
鐘
愛
厥
孫
、
將
立
其
父
。
太
伯
年
居
長
嫡
、

地
實
妨
賢
。
向
若
強
顏
苟
視
、
懷
疑
不
去
、
大
則
類
衛
汲
之
誅
、
小
則
同
楚
建

之
逐
。
雖
欲
勿
讓
、
君
親
其
立
諸
。
且
太
王
之
殂
、
太
伯
來
赴
、
季
歷
承
考
遺
命
、

推
讓
厥
昆
、
太
伯
以
形
質
已
殘
、
有
辭
獲
免
。
原
夫
毀
茲
玉
體
、
從
彼
被
髪
者
、

本
以
外
絕
嫌
疑
、
内
釋
猜
忌
、
譬
雄
雞
自
斷
其
尾
、
用
獲
免
於
人
犧
者
焉
。
又

案
『
春
秋
』、
晋
士
蔿
見
申
生
之
將
廢
也
、
曰
、
爲
呉
太
伯
、
猶
有
令
名
。
斯
則

太
伯
・
申
生
、
事
如
一
體
。
直
以
出
處
有
異
、
故
成
敗
不
同
。
若
夫
子
之
論
太

伯
也
、
必
美
其
因
病
成
妍
、
轉
禍
爲
福
、
斯
則
當
矣
。
如
云
「
可
謂
至
德
」
者
、

無
乃
謬
爲
其
譽
乎
。
其
疑
九
也
。

　
『
論
語
』
泰
伯
篇
に
太
伯
は
至
徳
と
す
る
評
価
に
対
し
て
『
呂
氏
春
秋
』（
現

行
本
『
呂
氏
春
秋
』
に
は
、
こ
の
記
述
が
見
ら
れ
な
い
。
清
の
浦
起
龍
『
通
釈
』

で
は
、『
呉
越
春
秋
』
の
誤
り
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。『
呉
越
春
秋
』
呉
太

伯
伝
に
は
、
類
似
し
た
記
述
が
見
え
る
。）
の
太
伯
に
関
す
る
記
述
と
『
春
秋
左

氏
伝
』
閔
公
元
年
の
晋
の
士
蔿
が
、
太
子
の
申
生
に
述
べ
た
言
葉
を
傍
証
と
し

て
引
用
し
、
至
徳
と
評
価
す
る
の
は
誤
り
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕
劉
知
幾
、
史
通
、
疑
古
、
尚
書
、
唐
代
学
術
思
想


